
© IBC Co.,Ltd. All rights reserved.© IBC Co.,Ltd. All rights reserved.
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＋ CX監視オプション

ご紹介

アイビーシー株式会社
ビジネスソリューション営業本部
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会社概要

22

IT 障害をゼロにする

MISSION

IT 活用で永続的に成長し、
事業・社会へ貢献する

VISION

2

■イメージキャラクター：小泉今日子

～ MISSION に込めた思い ～

障害発生時におけるスピーディな状況判断の支援はも

ちろん、システムの稼働状況を正確に把握し、障害を

回避するためのソリューション・サービスの提供に注力

し、事業活動を推進していきます。

社 名
アイビーシー株式会社

IBC：Internetworking & Broadband Consulting Co.,Ltd.

所在地

【本社】

東京都中央区新川1-8-8 アクロス新川ビル8F

【西日本事業所】

大阪府大阪市淀川区宮原4-1-14 住友生命新大阪北ビル3F

上場区分 東京証券取引所 スタンダード市場（証券コード：3920）

設 立 2002 年 10 月 16 日

資本金
443,230 千円

(2023 年 9 月 30 日現在）

代表者 代表取締役 加藤 裕之

事業内容

1）IT システム性能監視ツールの開発 / 販売 / サポート

2）IT システムの性能評価サービス

3）IT システムの設計・構築、コンサルティング

4）IoT 電子証明セキュリティ基盤の開発 / 提供

5) 各種機器、ソフト販売
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Solution map 一覧
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PRODUCT SERVICE

IoTセキュリティ

電子証明 /
デバイスプロビジョニング基盤

サービス

デジタル証明書

SSL証明書

外部レスポンス解析

サービス品質計測（クラウド）

運用改善・効率化・省力化

運用自動化

統合コンフィグ管理

通信品質解析

ネットワークフロー解析

性能アセスメント

問題原因の特定、解決策の提案

セキュリティアセスメント

企業のセキュリティ課題に応じたアセスメント

■ 脆弱性診断サービス

■ Palo Alto アセスメントサービス

インテグレーション

マルチベンダ対応で小規模・大規模、高信頼・高可用なインフラ環境を構築

ネットワーク サーバー クラウド（AWS / Azure）

■ LAN / WAN構築

■ 無線LAN構築

■ ネットワークセキュリティ構築

■ 仮想基盤

■ VDI

■ NAS

■ 仮想アプライアンス設置

■ AD移行

■ ファイルサーバ移行

■ ウイルス対策

■ バックアップ

運用アウトソーシング

20年間の運用ノウハウを生かしたシステム安定稼働に向けた安心・安全な運用サービス

ネットワーク サーバー UTM クラウド環境 Wi-Fi IT管理製品 ヘルプデスクサービス全般

セキュリティ対策

エンドポイントセキュリティ管理（クラウド）

脆弱性管理（クラウド）

WAF（クラウド）

WAF自動運用（クラウド）

クラウド型エンドポイント保護プラットフォーム

障害予防対策監視

提供形態

■ マルチテナント対応モデル

ソフトウェア アプライアンス クラウド

オプション

システムの未来を分析 グラフレポート出力 統合ログ管理 カスタマイズレポート出力

将来予測オプション APIオプション

…本日ご紹介するソリューション

通信経路・品質可視化

CX監視オプション
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はじめに
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ICT システムを取り巻く環境の変化と課題
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ワークスタイル変革・コロナ禍における企業内コミュニケーション手段の変化に伴い企業のネットワーク環境が大きく変化しています。

従来 現在

拠点1 拠点2 拠点3

イントラネット Internet

本社 データセンター

拠点1 拠点2 拠点3

イントラネット Internet

本社

リモートワーカー

データセンター

◆ Microsoft 365、box、G suite 利用時の通信レスポンスが遅い

◆ AWS、Azure 利用時の通信レスポンスが遅い

◆ Web 会議利用時の音声や画面表示が不安定

①インフラ環境（ネットワーク、クラウド、サーバーなど）の稼働状況や

 パフォーマンスの見える化による課題の把握と対策を実施したい。

②End to End での通信遅延状況を可視化したい。

課題 要求事項
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要求①インフラパフォーマンスを把握したい
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リモート PC

ローカル
PC

ルーター

L3
スイッチ

L2
スイッチ

ファイア
ウォール / 

UTM

拠点
ルーター

仮想基盤
アプリサーバー群

DNS / DHCP /
AD / プロキシ

閉域網
VPN

Internet

クラウド
サービス

特定の時間帯に
不安定になる

オンライン会議のみ
調子が悪い

クラウドサービスの
応答が遅くなる

リモートアクセスやクラウド利用が増えてから通信が遅い・途切れる

サーバーやネットワークは稼働しているのになぜ？

例えば

■想定していなかったアクセス需要によるインフラリソースの逼迫

■応答性能劣化（リソースの消耗）による遅延の連鎖
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要求①インフラパフォーマンスを把握したい

7

リモート PC

ローカル
PC

ルーター

L3
スイッチ

L2
スイッチ

ファイア
ウォール / 

UTM

拠点
ルーター

仮想基盤
アプリサーバー群

DNS / DHCP /
AD / プロキシ

閉域網
VPN

Internet

クラウド
サービス

設計時性能
端末数
社員数

用途需要 アプリケーション サービス

機器性能

CPU 負荷
メモリー使用率

セッション数 フロー数

破棄パケット トラフィック ルーティング機器機能

処理遅延

環境性能 回線帯域 遅延 サーバー応答品質

日々の運用でモニタリング、分析することが重要
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要求②End to End での通信遅延を可視化したい
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システムは社内から社外ネットワークへと広がり、ユーザーと提供サービスの接点におけるデジタル体感（CX）の重要性が高
まっています。

Customer Experience(CX/顧客体感)を明らかにし、
ネットワークトラブルにおける原因切り分けのための情報を提供

あらゆるネットワークのWebアクセス状況を可視化し、

ボトルネック個所発見のための情報を提供します。

ボトルネック個所を明らかにすることで、解決できる課題

かどうかの判断、解決に向けて何をするべきかの判断を

促します。 Web会議サービスユーザー端末

社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ボトルネックは
ここ！

インターネット

CX監視オプション
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従来の課題を解決し、あるべき運用のPDCAを実現
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判断・アクション モニタリング・可視化・分析

◆時代と共に進化・複雑化するお客様のインフラ環境をエージェントレスで一元的に監視可能

◆稼働状況の見える化のみならず、分析機能を利用し障害予防の実現に貢献

◆あらゆるネットワークのWebアクセス状況を可視化し、ボトルネック個所発見のための情報を提供

◆ボトルネックを明らかにすることで、解決に向けて何をするべきかの判断を促進

IT システムの性能監視に長年携

わってきた経験豊富なエンジニアに

よる分析を行い、お客様の IT イン

フラの安定稼働実現をご支援

「障害を発生させないインフラ環

境」を目指す24時間365日有人

監視サービス

その他

◆20年間培った性能分析、運用のノウハウを生かし、マルチベンダーの機器特性を熟知した専門エンジニアが提供するインテグレーションサービス

◆小規模から大規模まで、高信頼・高可用なネットワーク及びクラウドを設計・構築

CX監視オプション
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System Answer G3 
ご紹介
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System Answer G3 とは
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・時代と共に進化・複雑化するお客様のインフラ環境を一元的に監視可能

・稼働状況の「見える化」のみならず、分析機能を利用し「障害予防」の実現に貢献

WMI 監視

IPMI 監視

API 監視

Script 監視

VMware 監視

ステータス監視

SNMP 監視

アプリ監視

起動監視

レスポンス監視

～ 多様な監視方法 ～

～ 柔軟な通知連携 ～

SMS

Web シナリオ監視

クラウド 監視

クラウドデータセンター

本社

工場

支社

Internet

◆物理サーバー

プロセス・リソース管理

◆ロードバランサー

負荷分散制御状況

◆L3スイッチ

ベースライン分析

◆クラウド

トレンド分析、レスポンス

◆仮想サーバー

ハイパーバイザー・ゲストOS監視

◆ファイアウォール

アタック件数・セッション数

◆ルーター

トラフィック管理

◆L2スイッチ

エラー検知、ポート監視

ソフトウェア   アプライアンス  クラウド提供形態
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監視可能範囲
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オンプレ

仮想基盤 クラウド基盤のAPI情報のテンプレート機能で
クラウド環境の詳細情報の取得が容易に可能

Vsphere API情報のテンプレート機能で
仮想基盤環境の詳細情報の取得が容易に可能

[クラスター/ホスト情報]

[ゲストOS情報]

スイッチ・ルーター
APRESIA Systems
Alaxala
Alcatel Lucent
Allied Telesis
Cisco Systems
Fujitsu
Hp
Juniper Networks

ロードバランサー
A10 Networks 
Citrix
Fujitsu
F5 Networks 
Nortel

ファイアーウォール
CheckPoint
Cisco Systems
Fortinet
Juniper Networks
Palo Alto Networks
MacAfee 

無線AP
Aruba Networks 
Cisco Systems
GoNet Systems
ICOM
Rucks Wireless
Symbol

クラウド

プライベートMIBのテンプレート機能で詳細情報の取得が容易に可能
現在133社のベンダーに標準対応

AWS

Azure

OCI

監視項目例(AWS)

【EBS】
Volume IO Count
Volume IO Size
Volume Queue Length
Volume Throughput Percentage

：

【EC2】

CPU Utilization
Disk IO Count
Network IO Size
Status Check Failed

：
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分析に用いる詳細な情報
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運用監視ツールの活用にあたり、分析のためのデータはより詳細である必要があります。

System Answer G3 は「1 分間隔」で監視・データ取得し、「最大 5 年間・非圧縮」で保存します。

1 分間隔での情報取得が必要な理由

1 分間隔で変化に気づける

5 分や 10 分間隔では検知できない突発的な事象を捉えることが可能。

将来予測などの高精度な分析の実現

過去の詳細データを基に分析を行うことで、精度の高い分析をおこない、

予防保守・予兆検知につなげる。

15 分平均

1 分平均

大きな乖離
5 年間・非圧縮での保存が必要な理由

長期的な傾向を正確に把握

過去データが平均化されたり、一定期間経過したデータが削除されるツー

ルやサービスでは、長期間の分析への活用は困難。
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System Answer G3の 「3つの強み」

検知から予防へ 安定稼働を促進 カスタマーサクセス

1 2 3

「障害を未然に防ぎたい」という
お客様の思いを、分析機能で
支援

問題のスピーディな解決と根本
原因究明により、再発防止対
策に貢献

「要望の製品化」や「運用課題
を解決するサービス」 を通し、安
心と満足をご提供

一般的な監視システムは、異常の発生を検知し、調査や原因

分析を行い、障害の迅速な対応を図る役割です。

System Answer では、監視で得た情報を自動分析すること

で「将来予測」を行い、障害を予防するための機能を実装して

います。

System Answer には、IBCが20年間培った性能分析ノ

ウハウを機能化した「トラブルシューティングアシスタント」が備

わっており、お客様の障害復旧対応をサポートします。また、

「ダイナミックブックマーク（相関分析）」をご活用いただくこと

で、潜在的な障害リスクの把握とその早期対策を実現します。

運用現場で「本当に役立つ」製品の開発を追及することが我々

の誇りであり、プライドです。System Answer の利活用支援

はもちろんのこと、お客様のシステム運用課題を解決する付加

価値サービスをワンストップで提供しています。お客様に寄り添っ

たサービスを通し、システム運用業務の「成功」をサポートします。
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提供価値を「検知」から「予防」へ

15

キャパシティ予知 昨対比較

将来、リソースが最大値やしきい値を超える状況を検知し、アラート通知
をします。

System Answer G3 を最大限活用し、リアルタイム分析を行い、運用の質を向上します

昨年の実績値と今年の経過月の昨対平均倍率を算出し、予測値を算
出します。この予測値がしきい値を超過する際に、アラートを通知します。

収集した過去データをもとに様々な自動分析を実施。通常の監視では気づくことのできない障害の予兆やキャパシティ管理を実現します。
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変動検知 – 機能概要

設定変更や本番リリースは人ではなく System Answer G3 が立ち会います！
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◆ 平常時の状態把握、曜日や時間帯、イベントやキャンペーンによる突発的なリソース変化を

予測することができます。

◆ ベースラインとしての学習対象から除外する曜日・日付（休日など）を、カレンダーから任意

に設定可能です。

◆ 異常をアラートとして検知させない曜日・日付も、カレンダーから任意に設定可能です。

◆ アラートには異常部分のグラフが添付され、どのようにいつもと違う動きをしたのかを確認する

ことができます。

過去の性能データから周期性がある傾向を自動学習し、ベースラインを

作成します。

このベースラインから外れたイベントを自動的に検知し、異常変動として

アラートを通知します。
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障害の早期復旧を実現する機能
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ダイナミックブックマーク（相関分析） トラブルシューティングアシスタント

アラートが発生したデータソースと相関の高いデータソースを自動

でブックマークに紐づけて表示する

トラブルの原因の候補提示から原因の絞り込みまで、

System Answer G3 がサポートしてくれる

従来は気づきにくかった、アラートとは別の箇所に根本原因があった

場合の原因特定を素早くおこなえるようになります。

アイビーシーが長年蓄積してきたトラブルシューティングのノウハウを 

G3 の画面上でいつでも参照することができます。

フォルダ
（ブックマーク）

0

10

20

監視データA

アラート発生！

監視データC監視データB

監視データF

監視データE監視データD

監視データG

相関あり

相関あり

相関なし 相関なし

相関なし

相関なし

■起きている事象は？

   インターネットが遅い

   M365 が遅い

   Web 会議が遅い

■問題の機器は？

   ルーター

   L2 スイッチ

   L3 スイッチ

シューティング
結果

①ノード A のトラフィックで

帯域不足が考えられます。

②ノード B の CPU で

リソース不足が考えられま

す。

・

・

・
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カスタマーサクセス
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国内開発メーカーが提供するサポートサービスで、
カスタマーサクセスを実現します。

各種お問合せ

開発～販売まで一貫して行っておりますので、製品仕様から操
作方法・提案まで、担当技術者がその場で丁寧にサポートいた
します。
受付方法：電話またはメール
受付時間：平日9：30～12：00ならびに13：00～17：30

（土・日・祝祭日、年末年始、当社が定める休日を除く）

バージョンアップ

年数回のソフトウェアバージョンアップがあります。
（指定アドレスへメールにて通知）
バージョンアップには、機能追加・各種テンプレートの追加
等もあります。

【リリース情報詳細】
https://systemanswer.com/category/software_update/

私たちIBCは、開発～販売・サポートまで国内で一貫して行っている強みを
活かし、スピーディーかつ丁寧なサポートをご提供しております。
日本品質の追及こそ、私たちの強みです。
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お
客
様
が
運
用
監
視
に
求
め
て
い
る
事
項

障害予防

根本対策

問題特定

原因分析

保守対応

障害検知

死活監視

（ping）

性能監視

モニタリング

しきい値

監視

性能分析

分析・解析
レポート

監視運用内容

System Answer G3 差別化ポイント（他社製品比較）

19

相関分析 傾向分析 変動検知 将来予測

一般的な監視製品

System Answer G3 の

カバー範囲

差別化ポイント
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System Answer シリーズ 導入実績
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auカブコム証券株式会社

岡三情報システム株式会社

外貨ex byGMO株式会社

GMOフィナンシャルホールディングス株式会社

株式会社東京証券取引所

金融・保険

国際興業株式会社

株式会社エクセディ

株式会社荏原製作所

株式会社大阪チタニウムテクノロジーズ

株式会社JSP

JXアイティソリューション株式会社

積水化成品工業株式会社

株式会社タツノ

株式会社寺岡精工

株式会社東光高岳

トヨタ自動車九州株式会社

日本電子株式会社

日本農産工業株式会社

ファイテン株式会社

ブリヂストンソフトウェア株式会社

マツダ株式会社

三菱重工業株式会社

三菱パワー株式会社

あすか製薬ホールディングス株式会社

製造公務

公益財団法人仙台市市民文化事業団

（せんだいメディアテーク）

千代田区役所

東京都日野市

栃木県 宇都宮市                                   

大阪国際大学 大阪国際大学短期大学部

学校法人 片柳学園

学校法人 東京音楽大学

白百合女子大学

日本大学 文理学部

明治学院大学

教育・学習

静岡県立総合病院

株式会社 メディカル東友

エン・ジャパン株式会社

オッズ・パーク株式会社

株式会社サイバーコネクトツー

セガサミーホールディングス株式会社

サービス

稲畑産業株式会社

生活協同組合連合会 コープきんき事業連合

ブックオフコーポレーション株式会社

株式会社ムサシ

株式会社ローソン

卸売・小売

小田急不動産株式会社

株式会社熊谷組

鉄建建設株式会社

株式会社東急コミュニティー

建設・不動産

株式会社ジュピターテレコム

ソニーグローバルマニュファクチャリング＆

オペレーションズ株式会社

TIS株式会社

株式会社電算

株式会社東京商工リサーチ

東芝クライアントソリューション株式会社

凸版印刷株式会社

日本ネットワーク・エンジニアリング株式会社

株式会社ネットワークバリューコンポネンツ

株式会社野村総合研究所

株式会社光通信

株式会社日立システムズ

株式会社ベネッセインフォシェル

株式会社メディカル・プリンシプル社

ヤマトシステム開発株式会社

株式会社ラック

at+link（株式会社リンク）

株式会社IDCフロンティア

株式会社アイネット

株式会社石川コンピュータ・センター

株式会社イルグルム

株式会社インターネットイニシアティブ

株式会社インフォメーション・ディベロプメント

株式会社駅探

株式会社NSD

NTTコムウェア株式会社

株式会社NTTトラベルサービス

オムロンフィールドエンジニアリング株式会社

株式会社キューブシステム

グリー株式会社

KDDI株式会社

ケーブルテレビ株式会社

コアネットインタナショナル株式会社

株式会社光文社

株式会社ＪＥＣＣ

情報通信

導入実績 2,000社以上

運輸

医療

導入事例掲載サイト :
https://system-answer.com/case/

https://system-answer.com/case/
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CX監視オプション
ご紹介
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CX監視オプション 機能概要

22

アクセス対象
（URL / IP）

http://monitor-site.co.jp

サーバー

エージェント設置環境

タブレット
スマホ

CXマネージャー

エージェント
管理

CX 監視
設定

監視データ
閲覧

System Answer G3

アラート管理

将来予測

イベント管理

経路表示

データ長期保存

パケットロス

応答値

経路情報

※エージェントはサーバー向けからリリースし、順次リリース予定となります。

System Answer G3 に CX 監視オプションを加えることで

通信経路・品質を可視化し、利用者視点でのネットワーク品質を見える化

高品質な ICT サービス利用

に向けた運用管理を実現A

クラウド
サービス

A

A

PC
端末

A

A CX 監視エージェント 監視システム間通信監視通信
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CX監視オプション 監視機能

23

ネットワークパス表示機能

監視元となるエージェントから監視先までのネットワークパスを、経路上のホップ毎の IP アドレスや応答値といった情報の
他、パケットロス、ジッターなど詳細な情報と共に表示します。
また、測定された内容が前回値と比較し大きくかい離する場合に警告をおこなうなど、利用者に認識しやすい、わかりやす
い機能を提供します。

ア
ク
セ
ス
対
象

ユ
ー
ザ
ー

20.55

1.93

2.04

値の大きい箇所が遅延の原因



© IBC Co.,Ltd. All rights reserved.

ページロード機能

CX監視オプション 監視機能

24

ブラウザのように指定したページのドキュメントやコンテンツをすべてダウンロードし、各コンテンツのダウンロードまでの応答速
度をチェックします。Webサイトの遅延状況をコンテンツ毎に確認が可能であるため、特定画像の容量が大きい、CDN
（コンテンツデリバリーネットワーク）が特定時間帯で遅いなどの検証、確認が可能となります。また、クライアント環境から
実行することでユーザーの体感値をそのまま数値化し改善が可能であるため、早期原因特定、CX（カスタマーエクスペリ
エンス）向上につながります。

https://～

CSS ファイル

Javaスクリプトファイル

外部から引用のデータ

画像ファイル

動画ファイル

https://～
https://～

-----------
----------
-----------------------

URL 入力

読み込みに時間がかかっている

Web ページ表示
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無線受信状況モニタリング(Widowsエージェント)

CX監視オプション 監視機能

25

Windowsエージェントを導入した端末では、WiFiの受信状況をモニタリング可能です。
接続しているSSIDだけでなく、情報アップロードのタイミングで端末が受信しているSSIDの情報を確認できます。
これにより、PC端末を利用しているユーザーが接続して欲しいSSIDの電波強度が実は弱くないかや、いわゆるノラSSID
の影響度を調査できます。
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無線インターフェースモニタリング(Widowsエージェント)

CX監視オプション 監視機能

26

前出の画面にて各AgentNamesのアイコンをクリックすると、その情報をアップロードしたタイミングでの当該エージェントの
無線インターフェース情報の表示も可能です。これにより、当該端末のDHCP払い出しIPの把握などが可能なので
不調を訴えるユーザーのPCの洗い出しや、任意時間でのDHCP払い出しIPを調査することが出来ます。
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導入イメージ

27

System Answer 
G3

インターネット

WAN

本社

AA

リモート

A

支社

A

海外工場

AA

CX
マネージャー

A CX 監視エージェント 監視システム間通信監視通信

データセンター

Web サーバー

1 ユーザー視点のサービスレベルを把握し
顧客満足度の向上を図る

2 通信遅延の早期検知、迅速なボトルネック
特定を行いネットワーク品質向上を図る

3 問題切り分けから復旧までの時間を短縮
し、TCO削減を図る

導入目的
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CX監視オプション プロキシ連結表示機能

28

通常、ユーザー環境からインターネットまでの経路上にプロキシーサーバーがある場合、tracerouteを用いてネットワーク経路を把握するこ

とはできませんが、今回2つのエージェントからのネットワーク経路を連結表示する機能をリリースしました。これにより、プロキシより外側に

エージェントを配置し連結することで、プロキシ経由環境でも疑似的にネットワーク経路を表示することができるようになります。

▲ 連結する際は、ターゲットを指定する

Config画面にて「Binding」を選択する

▲ 通常だと、プロキシを挟むと1行には表示されない

LAN IP1

LAN IP2

▲ 連結を実施すると、プロキシを介して取得したネットワーク経路を1行で表示される
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利活用シーン① ～情報システム部門様～

29

既存環境の構成変更・新システムの導入

システムに変更があった後にユーザーからレスポンス悪化の指摘をうけて

も、原因がどこにあるのかわからない。

＜よくある変更の例＞

・拠点、本社、データセンター等のネットワーク構成の変更

・人事異動によるユーザー構成の変更

・Web会議、グループウェア、ワークフローシステムの新規導入

など

迅速な原因切り分けのために、システムの導入・変更前後や
各ロケーション別での顧客体感値の比較が重要

社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

インターネット

原因はどこ？

自社ネットワーク ネットワークプロバイダー SaaSサービス
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利活用シーン② ～情報システム部門様～

30

自社システムへのアクセス不調

自社のシステムへの接続が遅かったり接続できなかったりという不調が

従業員から寄せられるが、原因が分からない。

＜自社サービスの例＞

経理・財務・経費精算システム

勤怠・人事・給与システム

営業管理システム

製造計画システム

メールシステム

など

サービス提供状態の継続的なモニタリングにて
第三者目線で遅延を可視化/切り分けの促進

営業管理
システム

給与
システム

勤怠
システム

リモートワーカー 支社本社

接続の不調
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価格体系
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ライセンスの考え方

32

監視ノード数は無制限で監視が可能です。「監視項目数」にてライセンスをカウントします。
監視対象機器メーカーや取得項目内容によっても変化します。

Traffic
In / out

CPU
Use Rate

2 項目

1 項目

1 項目

1 項目

Response
http

Script
1 Data

1 項目

1 項目

1 項目

SNMP 監視 死活監視＋品質監視 その他監視

ルーター

20 項目

・トラフィック
・CPU 使用率
・メモリー使用量
・Ping 監視 など

24ポート

スイッチ

60 項目

・トラフィック
・CPU 使用率
・メモリー使用量
・Ping 監視 など

FW

20 項目

・トラフィック
・CPU 使用率
・メモリー使用量
・セッション数
・Ping 監視 など

仮想ホスト

50 項目

・トラフィック
・CPU 使用率
・メモリー使用量
・データストア使用量
・Ping 監視 など

サーバーOS

40 項目

・トラフィック
・CPU 使用率
・メモリー使用量
・DISK使用量
・Ping 監視 など

・トラフィック
・CPU 使用率
・メモリー使用量
・Ping 監視 など

48ポート

スイッチ

110 項目

弊社推奨項目で監視した場合の消費項目数目安
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CX監視オプションの費用体系

33

CXマネージャー
基本料金

モニタリング数に応じて
項目ライセンスを消費

+ + 必要に応じて
セットアップ作業

■CXマネージャー基本料金を購入いただくと、顧客専有のマネージャー環境が払い出されます。G3と連携後、テストを登録すると
 連携したG3の項目数を消費します。

■System Answer G3 を既に利用している場合、項目数ライセンスに余りがあればCXマネージャー基本料金を追加頂ければ
 利用開始できます。

■連携するSystem Answer G3 のモデルは問いません。（インターネット疎通出来ることが条件です）
 IBC環境とVPN接続をする必要はありません。
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参考 : 必要監視項目の算出方法

34

■監視項目数は以下の要素より算出可能です。
→下記Monitoring数(対象端末/環境数&設定数)をヒアリング後、必要監視項目を算出いたします。

計測結果を長期保存したい
Monitoring数

（RRDとして保存するMonitoring数）

長期保存
希望数

Monitoring数毎の消費項目数
（1エージェント → 1Config先あたり）

20項目
（製品仕様 / 固定）

× ×

Config(設定)数
（URL/IP）

常時監視

例）拠点毎
フロア毎
セグメント毎

+
トラブルシュート用途

障害発生時、トラブルシュート
のために一時的に監視対象とな
る可能性のある端末数 / 環境
数を加算下さい。

なお、エージェント毎に監視のオン/オフ
選択が可能となるため、特にご要件が
ない場合には、1 ～ 5 を目安に加
算していただくことを推奨します。

エージェントをインストール
（無制限）する端末/環境数

Monitoring数

ネットワークパス監視

FQDN数
IPアドレス数

+
Webページロード監視

URL数

+

+
Wi-Fi 監視

1(固定)

※Windowsエージェント数
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参考：パターン別 CX監視オプション見積イメージ

35

パターンA

×

アクセス先数

社内 IT 部門の場合

エージェント端末数

パターンB Webサービス事業部門の場合

（10）

5

５

ネットパス

ページロード

＋

常時監視 → 提供ユーザー数 等 ： 10

トラシュ利用 → なし ： 0

アクセス先 → 提供Webサービス数 等 ： 10

ページロード → 〃 ： 8

Wi-Fi調査 → 対象エージェント数 ： 20

常時監視 → 全国にある拠点数 等 ： 5

トラシュ利用 → 障害発生拠点のフロア数 等 ： 3

アクセス先 → 自社で利用中のSaaS数 等 ： 5

ページロード → 〃 ： 5

Wi-Fi調査 → 対象エージェント数 ： 8

1

Wi-Fi
調査

×5

3

常時監視

トラシュ用

＋
（8）

（1）

× ×

×

アクセス先数

＝

必要監視項目数

エージェント端末数

（18）

10

8

ネットパス

ページロード

＋

1

Wi-Fi
調査

×

＝

必要監視項目数

400

3,600

×

10

0

常時監視

トラシュ用

＋
（10）

20
Wi-Fiのみ

(20）

＝

必要監視項目数

係数
(共通)

20
＝

必要監視項目数

160

1600

項目数計
1,760

項目数計
4,000

係数
(共通)

20

（1）(8）

×
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ライセンス

36

■ライセンス費用について
監視対象となる監視項目数に応じたライセンスが必要となります。
ライセンスには製品使用権ならびにサポートサービス、およびバージョンアップファイルの提供が含まれます。

■サポートサービスについて
電話および E-mail による使用方法についての問い合わせ
受付対応時間：9:00～12:00 / 13:00～17:00（土・日・祝祭日、年末年始、弊社が定める休日を除く）

■各種サービス
ライセンスに含まれるサポートサービス以外のインストール作業等の技術サービスは有償です。

■項目数の追加
ライセンス期間中の項目数追加は、現ライセンス価格と追加後のライセンス価格の差分から、現ライセンス
残期間の分を乗算した価格となります。

例）10,000 項目 から 25,000 項目 へのアップグレードで、ライセンスが残 ６ ヶ月の場合
（3,960,000 ÷ 12）ー（1,650,000 ÷ 12）＝ 192,500
192,500 × 6 ＝ 1,155,000

■監視項目数カウント方法
SNMP 監視： 取得 OID 数
VMware 監視： 取得カウンター数
死活監視： 対象ノード数
その他： 取得データ数

■50,000 項目以上のライセンス体系や金額については別途お問い合わせ下さい。

■API オプションを利用する際には、別途ライセンス費用の 20 % が必要となります。

■将来予測オプションを利用する際には、別途ライセンス費用の 20 % が必要となります。

No. 品名
ライセンス標準価格

（年額）
API オプション

（年額）
将来予測オプション

（年額）

1 G3 ライセンス 2,000 項目 594,000 118,800 118,800

2 G3 ライセンス 5,000 項目 1,237,500 247,500 247,500

3 G3 ライセンス 10,000 項目 1,650,000 330,000 330,000

4 G3 ライセンス 15,000 項目 2,640,000 528,000 528,000

5 G3 ライセンス 20,000 項目 2,970,000 594,000 594,000

6 G3 ライセンス 25,000 項目 3,960,000 792,000 792,000

7 G3 ライセンス 30,000 項目 4,290,000 858,000 858,000

8 G3 ライセンス 35,000 項目 5,280,000 1,056,000 1,056,000

9 G3 ライセンス 40,000 項目 5,610,000 1,122,000 1,122,000

10 G3 ライセンス 45,000 項目 6,600,000 1,320,000 1,320,000

11 G3 ライセンス 50,000 項目 6,930,000 1,386,000 1,386,000 本価格表に記載の金額には消費税は含まれておりません。
本価格表に記載の内容および価格は予告なく変更することがございますのでご了承下さい。
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■ CX 監視オプションについて
CX 監視オプションは以下のサービスを提供する System Answer G3 のオプション製品です。

・CX マネージャー
・CX エージェント

- CX マネージャーについて
CX マネージャーは IBC のクラウド基盤で提供される SaaS 型サービスです。
System Answer G3 との通信が必須となります。
CX エージェントを使用したモニタリング数に応じて、System Answer G3 の監視項目数を消費します。

 - CX エージェントについて
CX エージェントは CX マネージャーから提供される NetworkPath 監視ソフトウェアです。
CX マネージャーとの通信が必須となります。

■サポートサービスについて
本ライセンスには以下のサポートサービスが含まれます。
・電話および E-mail による使用方法についての問い合わせ
受付対応時間：9:00～12:00 / 13:00～17:00

（土・日・祝祭日、年末年始、弊社が定める休日を除く）
・CX マネージャーバージョンアップ並びに CX エージェントバージョンアップモジュールの提供

■本価格にはSystem Answer G3本体のライセンス費用は含まれておりません。
別途購入が必要となります。

■本機能のご利用にあたっては System Answer G3 のインターネット接続が必須となります。

■データ保存期間はお客様のご利用状況によって変動します。（デフォルト 50 日間保存）

■ご利用開始日は納品後翌月 1 日とし、お申込はご利用開始日の 10 営業日前までに必要となります。

■モニタリング数 200 以上の監視をおこなう場合、別途ご相談ください。

No. 品名
標準価格
（年額）

1 System Answer G3 CX監視オプション 年間ライセンス (Basic) 2,400,000

2 System Answer G3 CX監視オプション 年間ライセンス (Large) 3,600,000

本価格表に記載の金額には消費税は含まれておりません。
本価格表に記載の内容および価格は予告なく変更することがございますのでご了承下さい。

仕様 Basic Large

推奨モニタリング数 100 200

最大データ保存容量 500 GB 850 GB

消費監視項目数 20 項目 / モニタリング数

バックアップ 30 日間

ライセンス
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